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油脂のガスクロマトグラフィー 
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１ はじめに 

 関税率表上，油脂はバターが第 04．03 号に，カカ
オ脂が第 18．04 号に特掲されているが，その他は第
15類に細分されている。これら油脂の定性は，従来，
物理化学的特数，構成脂肪酸やステリン類などの分析

によって来た。近年，油脂のトリグリセリドを直接ガ

スクロマトグラフで測定することが行われ，これによ

って油脂の定性や，混合油脂の定性・定量をしようと

する試みがなされており，１）－３）税関分析においても

出来ら４）の研究がある。しかしそれらに示されたガス

クロマトグラムを実際に日常分析に利用しようとする

とき，測定方法や測定条件の相違，測定結果の不完全

さの故に，充分利用できないこともしばしばであった。

そこで我々はこれらのガスクロマトグラムの比較及び

標準化の試みの基礎として，現在までに入手できた比

較的 originの明らかな油脂のガスクロマトグラムを一
定の条件で測定し，今後の分析に役立てることを試み

た。併せてガスクロマトグラムを測定する際に気付い

たこともいくつか述べてみたい。 
 測定に用いた試料をTable 1に示す。 

２ 実   験 

 測定には柳本製作所 GCG550－FT 型ガスクロマト
グラフを用い，試料は約 10％の二硫化炭素溶液とし，
ほぼ１μlを注入した。測定条件をTable 2に示す。 
 
２・１ ピークの同定について 
 ピークの炭素数（構成脂肪酸の炭素数の和）は，文献

との対照や，それにより炭素数が確実に決定できたもの

を内部標準として用いた。また，試薬Trioleinも標準と
して用いた。測定条件，特に試料の注入量の多少で，後

に述べるようなピーク強度の逆転がみられるので，この

点には特に注意した。 
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 ２・２ エステル交換油について 
 トリグリセリドのパターンを油脂の定性に，また，混合

されているかどうかの判定に用いることは，トリグリセリ

ド分布が異なっている油脂間では非常に有効である。しか

し，これはあくまでもその油脂が天然のままであって，エ

ステル交換を受けていない場合についてのみ言えること

である。エステル交換により，トリグリセリドの分子量分

布は平均化し，そのクロマトグラムは単に混合したものに

みられるような，それぞれの油脂に特徴的なパターンを重

ね合わせたものとは全く異ったものとなる。従ってその

パターンを比較検討することで，エステル交換され

ているかどうかの判定も可能となるであろう。Fig.1
にW．R．Eckertにより発表された３）coconut oil， 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
Fig.1 Gas chromatograms of mixture of coconut 

oil,rape seed oil and groundnut oil 
Before interesterification(above), 
After interesterification(under) 
〔W.R.Eckert(1973)〕 

 
rape seed oil及び ground-nut oilを混合したものの
エステル交換前後の典型的なパターンを示す。 
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Table 1 List of oil and fat samples 

 

２・３ クロマトグラム 
 各種油脂のクロマトグラムをFig.2～35に示す。 
 
２・３・１ Rape seed oilについて 

 Rape seed oilはエルカ酸を多く含んでいるが，品種改
良によりエルカ酸の含有量の少い油も作られている。

Fig.12と13 及びFig .31と32 は，各々 エルカ酸の含有量が 

 高いものと，低いものとに対応していると考えられる。 
 
２・３・２ Cotton seed oilについて 

 Fig.15に２種のガスクロマトグラムを示すが，これは
同一の油脂を少し濃度を変えて測定したものである。注

入量の多いAではピーク強度はC52＜C54であり，注入量

の少いBでは逆転している。これはC50以上の高炭素数 
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Table 2 Analytical conditions for GLC 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
のトリグリセリドでは，炭素数が大きいほどカラムに吸

着されやすく２），このカラムへの吸着の影響が，試料量

の少い場合には，顕著に現れるためと考えられる。この

現象は，cotton seed oilやpalm oilのように高炭素数グ
リセリドのピーク強度が接近している場合によくみら 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
Fig.2 Gas chromatogram of butter 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

Fig.3 Gas chromatogram of butter oil 

 れるが，この傾向はその他の油脂についても同様である
ので，特に定量の場合には十分注意することが必要と考

えられる。また，それが原因で文献との比較において，

ピーク炭素数の対応を誤ることもあるので，この点につ

いても注意が必要であろう。Fig.16に示したcotton seed 
oilは，かなり粘度が高く変質が進んでいるものと思われ
る。変質，分解が進んだ油脂では，相対的に，高炭素数

C50～C54のピーク強度が著しく減少している。この傾向

は長期間（約10年）を経た牛脂，豚脂でもみられる。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

Fig.4 Gas chromatogram of pure ghee 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

Fig.5 Gas chromatogram of hog grease 
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２・３・３ Castor oilについて 

 Castor oilはその－OH基のために，カラムへの吸着 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
Fig.6 Gas chromatogram of beef tallow 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
Fig.7 Gas chromatogram of mutton fat 

 ，分解が起こり，測定条件を色々と変えてもガスクロマト
グラムを測定できなかった。そのため－OH 基を acetyl
化後測定したが，リシノレイン酸を含むすべてのトリグリ

セリドが１つのピークになり，分離できなかった。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
Fig.8 Gas chromatogram of shea butter 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
Fig.9 Gas chromatogram of neat's-foot oil 
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Fig.10 Gas chromatogram of soy bean oil 

  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

Fig.11 Gas chromatogram of ground-nut oil 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

Fig.12 Gas chromatogram of rape seed oil 

(Japan)
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Fig.13 Gas chromatogram of rape seed oil 

(Canada) 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
Fig.14 Gas chromatogram of sunflower oil 

  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
Fig.15 Gas chromatograms of cotton seed oil 

(U,S.A.) 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
Fig.16 Gas chromatogram of cotton seed oil 

(U,S.S.R.) 
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Fig.17 Gas chromatogram of olive oil 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
Fig.18 Gas chromatogram of palm oil 

  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
Fig.19 Gas chromatogram of palm kernel oil 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
Fig.20 Gas chromatogram of linseed oil 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
Fig.21 Gas chromatogram of acetylated castor oil 



148 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

Fig.22 Gas chromatogram of sesame seed oil 

  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

Fig.24 Gas chromatogram of rice bran oil 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

Fig.23 Gas chromatogram of safflower oil 
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Fig.25 Gas chromatogram of corn oil 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
Fig.26 Gas chromatogram of irippe seed oil 

  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
Fig.27 Gas chromatogram of hydrogenated beef fat 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
Fig.28 Gas chromatogram of hydrogenated fish oil 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
Fig.29 Gas chromatogram of hydrogenated sperm oil 
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Fig.30 Gas chromatogram of hydrogenated soy 

bean oil 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
Fig.31 Gas chromatogram of high hydrogenated 

rape seed oil 

  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
Fig.32 Gas chromatogram of hydrogenated rape 

seed oil 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
Fig.33 Gas chromatogram of hydrogenated palm 

kernel oil 
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Fig.34 Gas chromatogram of cocoa butter 
 
 

３ おわりに 

 本実験に際し，種々の試料を御提供載いた京都府立大

学農学部農芸化学科第2講座野田万次郎教授及び新日本
理化株式会社並びに当関輸入部各位の御好意に対し，心 

  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
Fig.35 Gas chramatogram of triolein 
 
 
 
 
 
 
から感謝の意を表する次第である。 
 標準試料及び測定には細心の注意を払ったつもりであ

るが，今回は定量的な取扱いをすることができなかった。

本稿が，税関分析においていくらかでもお役に立てば幸い

である。 
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